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感
想
文

感
想
文

感
想
文

感
想
文
：： ：：
    第第 第第

１
８

１
８

１
８

１
８
２
０

２
０

２
０

２
０
回回 回回
十
二
支
会
特
別
例
会

十
二
支
会
特
別
例
会

十
二
支
会
特
別
例
会

十
二
支
会
特
別
例
会
協
賛

協
賛

協
賛

協
賛
    

ツ
ア
ー

ツ
ア
ー

ツ
ア
ー

ツ
ア
ー
にに にに
参
加

参
加

参
加

参
加
し
て

し
て

し
て

し
て
    

 

◇
実

施
日

 
平

成
２

７
年

６
月

２
６

日
～

６
月

３
０

日
 

◇
参

加
者

 
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
第

１
８

２
０

回
１

＆
２

に
同

じ
 

 

今
年

１
月

１
１

日
の

十
二

支
会

例
会

以
来

、
山

に
関

し
て

２
つ

の
目

標

を
決

め
て

い
た

。
一

つ
は

南
奥

駈
道

を
今

年
と

来
年

に
分

け
て

奥
駈

行
す

る
こ

と
、
二

つ
は

羊
蹄

山
に

登
る

こ
と

。
山

の
知

識
・
経

験
の

無
い

私
が

、

遠
く

北
海

道
の

名
山

・
高

山
(
ニ

セ
コ

ア
ン

ヌ
プ

リ
・

羊
蹄

山
・

旭
岳

)
に

登
る

こ
と

が
で

き
、

感
想

を
一

言
で

表
わ

す
と

、
「

充
実

」
「

感
激

」
そ

し

て
「

少
し

の
自

信
」

で
あ

る
。

 

 
今

回
の

山
行

の
私

な
り

の
目

的
は

、
山

登
り

に
加

え
、

北
海

道
の

自
然

景
観

を
じ

っ
く

り
見

て
知

る
こ

と
で

あ
っ

た
。

 

 

６６ ６６
月月 月月
２２ ２２
６６ ６６
日日 日日
    千

歳
空
港

千
歳
空
港

千
歳
空
港

千
歳
空
港
～～ ～～
洞
爺
湖
温
泉

洞
爺
湖
温
泉

洞
爺
湖
温
泉

洞
爺
湖
温
泉
    

千
歳

空
港

か
ら

洞
爺

湖
へ

の
レ

ン
タ

カ
ー

の
車

中
、

市
街

地
で

な
い

北

海
道

の
大

地
の

景
色

を
熱

心
に

見
た

。
約

２
時

間
で

ホ
テ

ル
か

ら
１

～
２

Ｋ
ｍ

地
点

に
到

達
、

こ
こ

に
は

有
珠

山
と

そ
の

麓
に

昭
和

新
山

が
あ

り
、

昭
和

新
山

が
近

く
に

見
え

て
き

た
。

 

昭
和

新
山

は
、

７
２

年
前

(
Ｓ

１
９

年
)
に

い
き

な
り

畑
が

盛
り

上
が

り
始

め
た

。
粘

り
気

の
強

い
溶

岩
は

、
火

口
か

ら
流

れ
出

る
の

で
な

く
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
搾

り
だ

す
よ

う
に

、
畑

を
ム

ク
ム

ク
と

押
し

上
げ

、
２

年
間

が
か

り
で

現
在

の
鐘

型
の

山
体

が
で

き
た

。
そ

の
間

の
様

子
を

地
元

の
郵

便
局

員
さ

ん
が

克
明

に
記

録
に

残
し

、
世

界
的

に
有

名
に

な
っ

た
そ

う
で

あ
る

。
 

ホ
テ

ル
の

前
に

は
洞

爺
湖

の
湖

面
が

悠
々

と
広

が
っ

て
い

る
。

直
径

が

１
２

㎞
も

あ
り

、
こ

の
大

き
さ

を
例

え
れ

ば
、

新
宮

駅
か

ら
那

智
勝

浦
駅

を
直

径
と

す
る

円
の

広
大

さ
だ

。
湖

面
の

上
に

あ
っ

た
山

が
溶

岩
の

噴
出

で
無

く
な

り
遂

に
陥

没
し

水
が

貯
ま

る
。

再
び

噴
火

が
起

こ
り

、
湖

の
中

心
に

山
が

で
き

た
そ

う
だ

。
 

何
と

想
像

を
絶

す
る

自
然

の
力

で
あ

ろ
う

か
。

 

 ６６ ６６
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日日 日日
    洞

爺
湖

洞
爺
湖

洞
爺
湖

洞
爺
湖
～～ ～～
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ

ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ

ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ

ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
～～ ～～
十
二
支
会
前
夜
祭

十
二
支
会
前
夜
祭

十
二
支
会
前
夜
祭

十
二
支
会
前
夜
祭
    

 
北

海
道

の
夜

明
け

は
早

い
。
３

時
半

ご
ろ

か
ら

明
る

く
な

る
よ

う
だ

。

ホ
テ

ル
洞

爺
湖

万
世

閣
を

出
発

、
北

海
道

ら
し

い
景

色
の

中
を

１
時

間
半

ほ
ど

走
り

、
ニ

セ
コ

ア
ン

ヌ
プ

リ
登

山
口

に
到

着
。
車

道
の

左
右

に
は

延
々

と
フ
キ

が
生

え
て

い
る

。
こ

の
フ
キ

は
紀
伊

半
島

の
も

の
よ

り
も
葉

が
大

き
く
背

も
高

い
。
寒

い
処

で
は
小

さ
い

は
ず

な
の

に
逆

に
思

え
る

。
 

後
日
訪

れ
た

北
大
植
物
園

に
、

大
昔

か
ら

ア
イ

ヌ
の
人

た
ち

が
食
用

・
薬

用
に

し
た
植
物

が
何

十
種

も
栽
培

さ
れ

て
い

て
、

そ
こ

に
フ
キ

も
あ

っ
た

。
 

フ
キ

の
利
用
法

は
こ

う
で

あ
る

。
春
先

に
茎

の
根

元
か

ら
切

り
取

る
→
茹

で

て
皮

を
む

く
→

１
０
本

ほ
ど

を
縄

で
縛

り
し

っ
か

り
乾
燥

さ
せ

る
→
保
存
食

用
に

貯
蔵

す
る
→
食
べ

る
時

再
び
茹

で
て

、
ニ

リ
ン
ソ
ウ

と
共

に
汁
物

に
入

れ
て
食
べ

る
。
ま

た
フ
キ

の
根

を
煎

じ
て
飲
む

と
、「

は
し

か
」「

熱
さ

ま
し

」

に
薬
効

あ
り

と
。

 

登
山

口
を

出
発

し
て
暫

ら
く

の
と

こ
ろ

で
、

地
元

の
お

ば
ち
ゃ

ん
が

リ

ュ
ッ

ク
に

一
杯
詰

め
た

も
の

を
背
負

っ
て

来
る

。
何

か
と
聴

く
と

、
ネ
マ

ガ
リ
ダ
ケ

(
根

が
曲

が
っ

た
竹

)
の
筍

で
、
食
用

に
取

っ
て

来
た

と
。
足

元

に
ネ
マ
ガ

リ
ダ
ケ

が
一
杯
生

え
て

い
た

。
ア
イ

ヌ
の
人

達
も

今
の
人

達
も

食
べ

て
い

た
の

だ
。
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ニ
セ

コ
ア

ン
ヌ

プ
リ

の
「

ヌ
プ

リ
」
は

ア
イ

ヌ
語

の
「

山
」
だ

そ
う

だ
。

 

「
カ

ム
イ

 
ヌ

プ
リ

(
神

の
山

)
」

と
呼

ば
れ

る
名

の
山

も
あ

る
そ

う
だ

。
 

登
り
下

り
共

に
ガ
ス

が
か

か
り
小
雨

も
一

時
あ

っ
た

が
、

標
高
差
５
５

８

ｍ
(
７
５

０
ｍ

～
１

３
０

８
ｍ

)
を
往
復

し
終
盤
戦

に
は

一
瞬
晴

れ
間

が
出

て
日
本

海
を

見
る

こ
と

が
で

き
た

。
下

山
後

一
路

、
ホ

テ
ル

ニ
セ

コ
ア

ル

ペ
ン

へ
向

い
、
九
州

・
岐
阜

の
皆

さ
ん

に
合

流
、

十
二

支
会
特
別

例
会

前

夜
祭

で
再

会
に
乾
杯
！

 

 ６６ ６６
月月 月月
２
８

２
８

２
８

２
８
日日 日日
    
比
羅
夫
登
山
口

比
羅
夫
登
山
口

比
羅
夫
登
山
口

比
羅
夫
登
山
口
～～ ～～
羊
蹄
山

羊
蹄
山

羊
蹄
山

羊
蹄
山
～～ ～～
定
山
渓
温
泉

定
山
渓
温
泉

定
山
渓
温
泉

定
山
渓
温
泉
    

登
山

口
を
歩

き
始

め
た

ら
大
変
緩
や

か
な

登
山

道
で

、
蝦
夷
富
士

の
裾

野
を
歩

い
て

い
る

こ
と

が
よ

く
分

か
る

。
こ

の
日

も
ま

た
大

い
に

感
動

す

る
の

だ
が

、
１
合

目
、

２
合

目
辺

り
の

左
右

に
広

が
る
森

は
、

言
葉

に
な

ら
な

い
美

し
さ

で
あ

る
。
樹
種

は
知

ら
な

い
が

、
背

の
高

い
樹

と
そ

の
樹

下
は

十
分

に
明

る
い

。
紀
伊

半
島
周
辺

の
人
工
林

の
山

と
は
全

く
違

う
。

景
観

が
違

う
ど

こ
ろ

か
、
漂

う
空

気
ま

で
全

く
違

う
感

じ
を
受

け
る

。
 

１
日

中
こ

こ
に
居

て
も
良

い
と
思

う
。

こ
の

景
観

が
北

海
道
本

来
の

始
原

の
森

の
姿

だ
ろ

う
か

。
こ

の
辺

り
は

、
明
治

時
代

に
開
拓

さ
れ

た
所

で
は

な
い

か
ら

、
間
違

い
な

く
始
原

の
森

な
の

だ
ろ

う
。

今
回

の
旅

の
目

的
の

一
つ

が
叶

え
ら

れ
た
思

い
に

な
っ

た
。

 

高
度

が
上

が
る

ほ
ど

に
植
生

は
変
化

し
て
ゆ

く
。

何
人

か
の
人

に
木
や

花
の

名
前

を
教

え
て

も
ら

い
な

が
ら

、
そ

の
美

し
さ

に
見

と
れ

て
登

っ
た

。
 

    

新
し

く
知

っ
た
木

の
一

つ
が

、
ダ
ケ

カ
ン
バ

。
あ

る
と

こ
ろ

に
大
木

が
 

あ
っ

た
。
 

こ
の
木

の
仲

間
で

平
地

に

あ
る

の
が
白

樺
だ

そ
う

だ
。
 

同
じ
仲

間
な

の
に

こ
の
木

は
余
程
雪

に

痛
め

つ
け

ら

れ
て

か
、

 

相
当

に
ひ
ね

く
れ

た
枝
振

り
を

し
て

い

る
。
人

間
も

逆
境

に
立
ち

過
ぎ

る
と

、

ひ
ね

く
れ

た

根
性

に
な

る
。
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始
め

て
見

た
花

の
一

つ
が

、
ツ
ガ
ザ

ク
ラ

。
栂

の
樹

に
桜

の
花

の
よ

う
。

こ
れ

も
何

と
美

し
い

こ
と

か
。

 

羊
蹄

山
は

、

過
去

何
百

万

年
も

の
間

に

何
回

も
噴

火

を
繰

り
返

し
、

そ
の
度

に
溶

岩
が
積
み
重

な
っ

て
今

の

姿
に

な
っ

て

い
る

。
 

こ
こ

の
溶

岩
は
サ
ラ
サ

ラ
し

て
い

る

の
で

流
れ
易

く
、

広
い
裾

野
を
作

り
出

す
。

溶
岩

流

と
火

山
灰

が

相
互

に
積
み

重
な

り
層

を
な

し
て

い
る

の
で

成
層

火
山

と
い

う
そ

う
だ

。
 

我
々

が
歩

い
る

そ
の
下

に
、

も
う

一
つ

の
羊

蹄
山

が
眠

っ
て

い
る

の
だ

。
 

足
場

は
ガ

レ
場

ば
か

り
だ

け
れ

ど
、

山
の
生
立
ち

な
ど

を
想

像
し

て
い

る
内

に
頂

上
に

到
着

。
標

高
差

１
５
４

８
ｍ

(
３
５

０
ｍ

～
１

８
９

８
ｍ

)

を
登

り
き

る
。
や

が
て
天
候

は
悪
化

し
、
急

に
霧

が
出

て
雨

も
降

り
出

し

た
。

体
が
冷

え
て
寒

く
る

。
手
先

が
冷

た
く
痛

い
。
指
先

が
効

か
ず
雨
ガ

ッ
パ

の
ホ
ッ

ク
を
留

め
る

の
に

一
苦
労

、
計
画

を
一
部
変
更

し
全

員
が

登

っ
た

道
を
下

山
。

 

下
山

の
道

は
大

い
に
ぬ

か
る

ん
で
靴

は
泥

だ
ら

け
、

登
山

口
の

水
道

で

靴
を
洗

っ
て

レ
ン

タ
カ

ー
に
乗

り
込
む

。
 

こ
の

日
も

、
大

自
然

に
圧
倒

さ
れ

感
動

し
、

名
山

に
登

る
こ

と
が

出
来

た
。

 

 ６６ ６６
月月 月月
２２ ２２
９９ ９９
日日 日日
    定

山
渓
温
泉

定
山
渓
温
泉

定
山
渓
温
泉

定
山
渓
温
泉
～～ ～～
旭
岳

旭
岳

旭
岳

旭
岳
～～ ～～
東
神
楽
温
泉

東
神
楽
温
泉

東
神
楽
温
泉

東
神
楽
温
泉
    

朝
目
覚

め
た

時
か

ら
「

今
日

は
標

高
２

２
９

０
ｍ

の
高

山
に

登
ら

な
き

ゃ
な

ら
な

い
」

と
の
意

識
の
下

、
若
干

の
緊
張

感
が

あ
っ

た
。

 

と
言

う
の

も
、
去

る
４

月
１

１
日

～
１

２
日

に
持

経
宿
→
太
古
ノ
辻
→

前
鬼

を
巡
視

し
た

時
に

、
梶
野

さ
ん

に
鍛
錬

の
ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

分
か

り
や

す
く
説

い
て

も
ら

っ
て
鍛
錬

に
勤

し
ん

で
き

た
が

、
少

々
頑
張

り
過

ぎ
て
腰

の
左

右
に
筋
肉
離

れ
痛

が
続

い
て

い
た

。
頂

上
ま

で
行

け
る

か
引

き
返

す
か

、
様

子
次

第
だ

と
考

え
た

。
 

ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
姿

見
駅

(
標

高
１

６
０

０
ｍ

)
か

ら
歩

き
始

め
る

と
、

残

雪
を
踏
み

し
め

て
歩

く
こ

と
に

な
る

。
雪
解

け
水

が
流

れ
る

登
山

道
を
歩

き
、
高
度

が
上

る
に

つ
れ

目
に
入

る
木
や

高
山
植
物

の
種
類

が
入

れ
替

る
。

８
合

目
、

９
合

目
を
超

え
や

が
て
頂

上
へ

。
こ

れ
ま

で
は
雲

の
中

に
い

た

が
、
頂

上
に

到
着

す
る
頃
急

に
晴

れ
て

、
足

元
に

は
見
事

な
雲

海
が

広
が

る
。

北
東

の
方
向

の
向

う
に
黒

岳
が

見
え

る
。
黒

岳
の
手

前
に

は
、

山
頂

が
吹

き
飛

ん
で
鍋

の
形

を
し

た
山

が
近

く
に

見
え

る
。
周
囲

の
山

々
も

見

え
る

。
素
晴

ら
し

い
！
！
！
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昼
食

を
確
保

で
き

な
か

っ
た
人

が
何
人

か
い

た
の

で
、
皆

で
分

か
ち
合

い
な

が
ら
昼
食

を
取

る
。

今
日

も
ま

た
児
嶋

さ
ん

が
ホ
ッ
ト

コ
ー
ヒ

ー
を

作
っ

て
下

さ
る

。
２
杯
貰

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

し
か

し
、
懸
念

し
て

い
た
腰
痛

も
全

く
大
丈
夫

で
、

北
海

道
一

の
高

山

に
登

る
こ

と
が

で
き

た
。

感
謝
！

 
充

実
感
！

 

 ６６ ６６
月月 月月
３
０

３
０

３
０

３
０
日日 日日

 
東
神
楽
温
泉

東
神
楽
温
泉

東
神
楽
温
泉

東
神
楽
温
泉
～～ ～～
中
富
良
野

中
富
良
野

中
富
良
野

中
富
良
野
～～ ～～
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園園 園園
～～ ～～
    

千
歳
空
港

千
歳
空
港

千
歳
空
港

千
歳
空
港
    

こ
の

日
は

一
日

中
、

１
０
人
乗

り
の

レ
ン

タ
カ

ー
の
運
転
手

に
な

っ

た
。

こ
の
４

日
間
窓
外

の
景

色
を
思

い
存

分
楽

し
ん

だ
の

で
、

こ
の

日

は
運
転

に
専
念

。
ト
ヨ

タ
の

同
じ

車
種

を
毎

月
運
転

し
て

い
る

の
で

、

戸
惑

い
は

な
か

っ
た

。
 

 
東
神
楽
温
泉

出
発
後
４

時
間

、
正
午
過
ぎ

に
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
園

に

到
着

。
既

に
焼
肉

の
テ

ー
ブ

ル
が

セ
ッ
ト

さ
れ

て
お

り
、

早
速

に
昼
食

が
始

ま
る

。
大
変
美
味

し
か

っ
た

。
 

 
初

日
か

ら
ず

っ
と
運
転

し
て

く
れ

た
大
江
徳

子
さ

ん
、
休

ま
る
暇

の

無
か

っ
た
沖
崎

さ
ん

に
ゆ

っ
く

り
ビ

ー
ル

を
飲

ん
で

も
ら

え
て
良

か
っ

た
。

 

山
で
皆

と
一
緒

す
る

時
は
労
働

が
中

心
に

な
り

が
ち

だ
が

、
今

回
は

夜
な

夜
な
話

も
で

き
、

今
更

な
が

ら
交

流
が
深

ま
る
思

い
で

あ
っ

た
。

 

素
晴

ら
し

い
企
画

を
し

て
頂

い
た
川
島

さ
ん

、
時

間
に
追

わ
れ

な
が

ら
勘
定
奉

行
を

し
て
頂

い
た
沖
崎

さ
ん

、
頼

も
し

い
引
率

者
で

あ
っ

た

大
江
徳

子
さ

ん
に

、
深

く
お
礼
申

し
あ

げ
ま

す
。

 

 （
追
伸
）
調

子
に
乗

っ
て

、
８

月
盆

明
け

に
富
士

山
に

登
る

こ
と

に

し
ま

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

記
 
田

中
）
 


